
提 出 書 類 確 認 票 　□ 審査完了

 記載要領２ページの「第１　提出書類」を参照して太枠内のみ記載する。

 □にはチェックとしてレ点を付する。

本封筒
に同封

提出
不要

追完
予定 追完予定日

□ □

□ □ 　　　　月　 　日まで □

□ □ □

□ □

□ □ □

□ □

□ □ 　　　　月　 　日まで □

□ □ 　　　　月　 　日まで □

□ □ 　　　　月　 　日まで □

□ □ 　　　　月　 　日まで □

□ □ 　　　　月　 　日まで □

本人確認欄

□

・申込書及び本書面の本人控えを適宜の方法で取ったか（最高裁
　から記載内容等について照会することがあります。）。

□

[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

提　出　前　の　確　認　事　項

・申込書の採用要件の確認欄にチェック及び記載漏れがないか。
　（法科大学院在学中の受験資格に基づき司法試験を受験して合格した者のみ）

□

・住民票の写しを提出する場合は、本籍地・戸籍筆頭者の記載がある
　こと及び個人番号(マイナンバー)の記載がないことを確認したか。

□

・追完予定の書類の提出期限は記載要領２ページに従い設定したか。

・申込書の不採用事由欄（全６か所）にチェック漏れがないか。 □

　氏　　名
　（必ず記載すること）

提　出　書　類

いずれかにチェックする

●資格に係る申述書

●提出書類確認票（本書面）

担
当
者
確
認

●司法修習生採用選考申込書

●資格の登録抹消証明書

（入学した全ての大学、大学院、法科大学院名）

●司法試験合格証書のコピー
 　　(平成30年度以降の合格者は提出不要)

●次のいずれか（コピー不可）
・戸籍の全部事項証明書（戸籍謄本）、戸籍の個人事項
証明書（戸籍抄本）
・住民票の写し（本籍地・戸籍筆頭者が記載されたもの。個
人番号（マイナンバー）の記載のないもの。）

●成績証明書(卒業・修了・退学年月の記載のあるもの)
（コピー不可）
※　卒業・修了・退学年月の記載がない場合は、別途卒
業等の証明書を提出すること。



この申込書の記載事項は、事実に相違ありません。

(ふりがな)  生年月日・年齢(R6.3.21現在)

２ 現住所（現に居住し、郵便を受領できる場所、方書きまで記載） ３ 電話番号（緊急連絡先は確実に連絡がつく番号）

〒 －

７　司法修習生採用選考申込歴・採用歴

８ 現在の職業等

１０　不採用事由等の有無 「ある」「該当する」と回答した場合に以下について回答すること

・詳細を記載すること
　Ｃ禁錮以上の刑に処せられたことがある　　　

　Ｄ破産手続開始の決定を受けて復権を得ていない

　○起訴（略式起訴を含む）、逮捕の有無

※□はチェックまたは■とすること

　　□ない　　　□ある

１１　備考（各項目に書ききれない場合は、この欄に記載すること。）

９　資格 資格を有する場合は、次のいずれかを選択すること

□Ａ：登録なし
□Ｂ：登録はあるが、採用日までに資格登録を抹消する（資格登録抹消証明書を別途提出）
□Ｃ：登録はあるが、修習中は資格に基づく業務を行わない（別添申述書を提出）

(1)審査基準２(1)ア関係 ・病名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・通院の有無（□あり　□なし）

・通院頻度（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・処方薬の名称・量（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(2)審査基準２(1)イ及びウ関係

　　□ない　　　□ある

　　□該当なし　□該当する

(3)審査基準２(1)エ関係
　Ｅ該当する可能性のある事情

　　□ない　　　□ある

　Ａ現在の病気等
　　□ない　　　□ある

　Ｂ既往歴
　（現在は治療を終了しているが、過去
　　に入院したり、半年以上通院治療を

　　受けたことがあるもの）

　　□ない　　　□ある

※複数の病名がある場合は、２つ目
以降は、備考欄を使用すること

・現在の症状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・治療期間（　　　年　　月　～　　　年　　月、　□現在治療中）

・治療内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　○その他

□Ａ　　　□Ｂ　　　□Ｃ

□Ａ　　　□Ｂ　　　□Ｃ

□Ａ　　　□Ｂ　　　□Ｃ

４ 本籍(又は国籍等) ５ 司法試験合格年月

次のいずれかを選択すること
Ａ：採用日までに退職、卒業（修了）、退学する
Ｂ：自営業であるが、修習中は業務を行わない
Ｃ：兼職、兼業、兼学許可申請を行う予定勤務先・部署/学校名・学部・学年 勤務先における肩書き

在職又は在学期間
（年月～年月）

６ 採用要件の確認

※　法科大学院在学中の受験資格に基づき受験して
合格した方

  　□同意する
　□S　□H　□R

　　　　　年　　月

 　Ａ申込歴　□ない　□ある
　　　　　　　　　　(□H　□R    年　　月申込）

 　Ｂ採用歴　□ない　□ある
　　　　　　　　　　(□H　□R    年　　月採用）

（法科大学院名）

　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿法科大学院

　  年　 月改姓(名) □女

(自宅)　 　　　　－　　　　－　　　　

(携帯)　 　　　　－　　　　－　　　　

(緊急)　 　　　　－　　　　－　　　　

（　　  　  　　  　　　方（続柄：　　　　）（□同居　□別居））

１ 氏名
旧姓
(名)

□男   □S　□H　　　年　　月　　日生
　　　　　　　　  　（　　　歳）

司法修習生採用選考申込書（第77期）

性別

本書面に虚偽の記載をした場合は、不採用、採用取消又は罷免となることがあるため正確に記載すること

記載に当たっては、司法修習生採用選考要項、申込書記載要領、申込書記載例をよく確認すること



申述書 

 

 私は、修習中、以下の資格に基づく業務を一切行いません。  

 

 

 

（資格名）                     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和     年   月   日  

 

第７７期司法修習生採用選考申込者  

 

（氏名）                 
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